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構想区域（二次保健医療圏）ごとの病床配分は適正か？

地域医療構想の目的

切れ目のない提供体制の構築

過剰な病床の削減による医療費削減
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地域医療構想とCOVID-19

病床数については反対向き

COVID-19：病床確保

地域医療構想：病床削減

東京都の病床配分
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病床配分（令和4年度）
構想区域（二次保健医療圏）ごとの配分は適正か？

過剰

不足

令和4年度は都全体で9,077床が過剰だが、
国の計画に従い、更に1,402床を配分予定

(10,479床の過剰)
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出典 令和4年度第1回東京都地域医療構想調整会議 資料4

構想区域ごとの過不足構想区域ごとの病床数

都内の病床利用率は高くない

• 高度急性期：70.1% (75%)

• 急性期：65.0% (78%)

• 回復期：80.3% (90%)

• 慢性期：83.3% (92%)

（）地域医療構想で定めた機能別の病床稼働率
稼働率：24時時点の在院患者数＋当日の入退院数
利用率：24時時点の在院患者数のみ

出典 令和4年度第1回東京都地域医療構想調整会議 参考資料1

いずれの機能でも利用率が低下している
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東京都の特徴
構想区域(二次医療圏)は閉じていない

✦二次保健医療圏を超えて移動している

✦構想区域ごとに配分する根拠は？

出典「東京都地域医療構想」

病床配分の課題

• 既に都全体では過剰

• 計画通りなら約1割増し(いずれ削減)

• 構想区域ごとの配分でいいのか？
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